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― ご あ い さ つ ― 

副院長兼医療連携部長 

    鈴木 善明 

 

今年の流行語大賞は、「爆買い」と「トリプルスリー」の 2 語が選ばれましたが、私としては流行の期間が

短いような気がして、今一つピンと来ませんでした。 

 当院で開催された地域医療福祉連携室研修会・研究会、パス連絡会議などに多くの参加を頂き有り難うござ

いました。初めての企画でしたが、11 月にはがん化学療法看護認定看護師による「今日からあなたも静脈注

射マスター」というテーマで模型を使った研修会も開催しました。希望される研修などがあれば、地域医療福

祉連携室に連絡いただければ検討いたします。 

 今後の多施設医療連携を見据えて、ICTを利用したネットワークシステムの導入を目的に、岩手中部地域医

療情報ネットワーク協議会が設立されました。今後は県内視察、NPO 法人設立総会、協議会部会の設置、コ

ンサルタントの委託などが着々と準備されております。システムの完成はまだ先ですが皆様のご協力をお願い

します。 

 当院は病院機能評価認定の更新時期に来ており、来年 2月初めに、第三世代（3rdG:Ver.1.1）を受審する

予定です。各部署では仕事の合間を見つけてケアプロセスのシミュレーションを行ったり、整理整頓を心掛け

たりしながら受審に備えております。 

 最後になりましたが、12 月に入り寒い日や雪の降る日が多くなってまいりました。お身体を大切になさっ

て下さい。今年 1年有り難うございました。良いお年をお迎えください。 

 

 

 

第 2 回「かべ新聞」の巻 

 

このコーナーでは、中部病院

内のいつもはなんとなく見過

ごしている「こんなところが

あったんだぁ」をピックアッ

プして紹介します。 

 

 

 当院には、院内学級として県立花巻清風支援学

校の北上分教室があり、そこで授業を受けている

児童生徒が作った「きたぶん新聞」を掲示してい

ます。入院治療を受けながら、一日 1～5 時間、

普通の学校と同じように月曜日から金曜日まで

授業があります。新聞では校外学習でのさき織り

体験や花巻空港の見学、病院の敷地内にある畑で

育てたじゃがいもの収穫と調理実習をした様子

が写真と一緒に紹介されています。新聞横にベル

マークの回収箱も設置しています。どうぞご協力

を！！ 

Photo No.2  

【なまえ】「きた

ぶん新聞」/

【所在地】売

店前 

【なまえ】「きたぶん新聞」 

【所在地】売店前 
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９月 29日（火）、医師会・歯科医師会・薬剤師会等の各代表者によ

り、「岩手中部地域医療情報ネットワーク協議会」（会長：小池博之北

上医師会長、H28.4～NPO法人化を予定）が発足しました。 

この協議会は、北上市・花巻市にある、病院・診療所、歯科、薬局、

介護、行政間で、ICT を活用して医療情報を共有することを目的とし

ています。 

 

 
 

協議会では、関係施設からのヒアリングや意見集約を

十分に行い、継続的に利用されるシステム作りが重要で

あると考えております。 

ネットワークを利用し、施設間の連携がスムーズにな

ることにより、地域住民にとっての医療及び福祉が、安

心・安全なものとなるようなシステム作りを目指してお

ります。 

今後、説明会の開催や、個別訪問による聞き取り調査

等を実施する予定ですので、その際はどうぞご協力の程

よろしくお願いします。 

 

 

地域支援病院である当院の役割のうちのひと

つとして、「地域の医療従事者の資質向上を図る

ための研修」の実施があります。 

今回は地域の現場からのリクエストに応じ、当

院の髙橋文子がん化学療法看護認定看護師を講

師に静脈注射に関する研修会を実施しました。 

研修会では、静脈注射の法的解釈から始まり、

血管の走行や合併症についての講義と、模型を使

っての演習を行いました。はじめはお互いに遠慮

し演習を譲り合っていた参加者の皆さん…見る

のと実際にやってみるのとでは違うもので、もっ

とやりたかったとの声もありました。楽しくわか

りやすい説明でとても勉強になったとご好評を

頂きました。 
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当院の核医学検査部門では SPECT（single photon 

emission CT）装置更新に伴い平成 27年1月より、県立

病院で初の SPECT-CT 装置が稼働しています。この

Discorvery NM/CT 670（GE 社製）は、シンチカメラと

CTを組み合わせることで、従来のシンチグラフィーの機能

に CT による解剖学的画像を融合させた、核医学診断の診

断精度の向上に特化した装置です。 

 図１に甲状腺がん放射性ヨード内容療法後の

WholeBody および SPECT 画像を示します。CT との融

合画像であるため、腫瘍、転移等の位置情報が明確になっ

ています。この他、骨シンチ、Gaシンチなど従来SPECT

を施行していた検査は全て融合画像で対応しています。 

図１ 

 

 

ワークステーションにおきましては、パーキンソン症候

群、レビー小体型認知症の診断に期待のかかるダットスキ

ャンの解析に、県内初のソフトウェア DatQuant（図２）

を搭載しました。測定データを標準脳アトラスへ変換する

ことで結果誤差を無くし、従来のアプリでは線条体として

認識したレベルを、尾状核、被殻に分離比較することで、

集積度合いの読影を簡便化しました。勿論、従来のアプリ

ケーションソフトDat View（図３）でも表示可能です。 

 

図 2 

 
図３ 

 
また脳血流シンチにおいては、定性、定量画像

に加え、認知症判定に役立つ 3D-SSP（図４）や

局所脳血流SPECT自動ROI解析3D-SRT（図5）

にも対応します。 

図 4 

 

 

図 5 
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「ボランティア昼食会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

第２回 

生け花ボランティア の巻 

現在、当院では 当院では 7 つの分野でボランティア活動が行わ

れています。このコーナーでは号替わりで各ボラ

ンティアグループをご紹介します。 

受付・案内 ／ 花壇 ／読み聞かせ 

生け花 ／ がん情報サロン「虹」 

おでんせの会菜園 ／ 緩和ケア病棟 

地域医療福祉連携室からのお願い 

◇当院は予約制です◇ 基本的に外来診療は予約制とさせていただいております。 

患者さんが予約なしに紹介状をお持ちいただいた場合、長時間お待たせしたり、外来の状況によっては予約

を取り直して後日来院いただくこともありますので、お手数をおかけしますが、緊急の方以外はＦＡＸで事前

予約のお申込をいただくようご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

        

 

 

                                  

 

 

 

岩手県立中部病院 地域医療福祉連携室 
〒024‐8507 岩手県北上市村崎野 17 地割10 番地   

ＴＥＬ 0197‐71‐1511 ＦＡＸ0197‐71‐1881（地域連携室専用） 

ＵＲＬ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｃｈｕｂｕ－ｈｐ．ｃｏｍ／（平成27 年12 月） 

 

 

 

 

正面玄関を入り風除室の右手には、週替わりで季節の

花々が生けられています。病院の中にありながら季節を感

じ、ホッとできる貴重な空間。生け花ボランティアさんが

作ってくださるオアシスです。 

お正月には黒沢尻北高校華道部員のみなさん、節分や七

夕の時期には花巻清風支援学校北上分教室の生徒さんとの

コラボ作品を展示。今 

年は県立緑化センター 

の緑化教室受講生さん 

の作品も登場。いつも 

工夫を凝らした作品で、 

通る人の目を楽しませ 

心を癒してくれます。 

 

 

日頃のボランティア活動に、労いと感謝の意味を込め、会員のみなさ

んを招いて昼食会を開きました。年に 1回開いているこの会では、一年

間の振り返りや今後の課題、病院に対する要望などをグループごとに発

表。美味しいお弁当を食べながらの懇談で、普段は話しそびれていたこ

とも、これを機にお話し頂けたようです。今後も息の長い活動ができる

よう、病院スタッフ一同でバックアップしていきます。  

 

 

 

岩手県立中部病院 理念と基本方針 

 

 

 

理  念 私たちは、生命の尊厳と人間愛の精神に則って、地域の人々の生命と健康を守り、地域医療の充実・発展に貢献します。 

基本方針 1. 安全・安心な医療を提供するために、患者さんとの相互協力による患者参加型のチーム医療を推進します。 

2. 質の高い医療を提供するために、がん治療や救急医療などの医療機能を充実・強化します。 

3. 中部圏域の基幹病院としての機能を果たすために、地域の医療機関、介護・福祉施設、行政との連携を密にします。 

4. 臨床研修や生涯教育体制の充実を図り、医療スタッフの育成に努めます。 

5. 職員が自分の仕事に誇りを持てるようにするために、働き甲斐のある職場をつくります。 

6. 上記５項目を実践するために、健全な病院経営を行います。 


